
全国的な感染再拡大の防止について 

 新型コロナウイルス感染症については、昨年１２月下旬以降、全

国の新規感染者数が増加傾向にある。特に、従来株と比べて感染力

の強い「オミクロン株」の市中感染が全国各地で確認され、一部地

域では加速度的に感染が拡大し、医療や保健所業務の逼迫に繋がる

危機的な段階に突入しつつある。 

 全国知事会は、国民の生命と健康を守るため、国と一体となって、

予防、検査、早期治療の強化に全力で取り組む決意である。 

 政府におかれては、オミクロン株の重症化リスクやワクチン・治

療薬の有効性などを早期に分析し、地方と緊密に連携しながら、感

染再拡大の防止に総力を挙げて取り組んでいただくよう、以下の項

目について強く求める。 

○ 全国的な感染再拡大を防止するためには、国内の感染状況に応

じた迅速な対応が求められるため、米軍基地を含め、水際対策を

維持しながら、時機を逸することなく市中の感染対策をあらゆる

手段を投じて強化するとともに、緊急事態宣言やまん延防止等重

点措置について、知事の要請に応じて迅速かつ機動的に発出する

こと。 

併せて、休業要請や時短要請に係る協力金については、認証店・

非認証店による単価差を見直すとともに、確実に財源措置を講じ

ること。 

○ 在日米軍基地について、出発地検査の厳守や移動制限期間中の

制限強化など、水際対策を徹底するとともに、基地内において変

異株スクリーニングができる体制を早急に構築するなど、地域の

不安を払拭する実効性ある対応について、政府から強く要請する

こと。 

○ ワクチンの追加接種を推進するため、国民に対し、引き続き、

交互接種の有効性・安全性等をわかりやすく丁寧に説明し、ワク

チンを確実に供給するとともに、自治体の体制整備を積極的に支

援すること。 
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○ 感染者の早期囲い込みを図るため、オミクロン株の迅速な検知

に向けた検査体制を早急に整備するとともに、感染拡大が懸念さ

れる地域での無料のＰＣＲ等検査については、検査に要する費用

を全て国が負担するなど、自治体を積極的に支援すること。 

○ ワクチン・検査パッケージ制度については、ワクチンを接種し

ていても、感染リスクが高いとされるオミクロン株の特性を踏ま

え、専門的・医学的見地から取扱を見直すこと。 
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